
 

 

 

 

 

  

ちいさなブレイクスルー 
校長 三澤 亘潤  

 
年末年始に、「白紙の未来を、子どもたちは歩む」という CMを、よく目にしました。

近い将来、現在ある仕事のおよそ 49％を、AIやロボットが担えるようになるという予測

から、働き方が大きく変わる未来を見据え、誰もが生きやすく希望がもてる社会にという

願いがテーマとなっています。先を見通しにくい未来に不安もありますが、未知を可能性

ととらえ、新しい価値観を理解し、うつろう世界と向き合う寛容さをもって、次代を担う

子ども達を支え、ともに歩む社会を目指すという、生き方・考え方の転換も問われている

と思いました。 

教育基本法が示す教育の目標にも、「個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造

性を培い、自主及び自律の精神を養うとともに、職業及び生活との関連を重視し、勤労を

重んずる態度を養うこと」とあり、学校の果たすべき役割を改めて実感しています。 

本校は、学校目標「自ら伸びる」のもと、基礎学力・体力の定着と、考える力の育成、

豊かな心の涵養を進め、自立を見据えた多様な教育活動を進めています。 

第２学年の複合単元「市民科」では、生活科や学級活動、道徳科を横断しつつ、２学期

当初から「やさい名人になろう」を進めました。 

  大根の栽培を計画し、研究授業として、地域の農家に栽培法をうかがいました。 

  畑づくりから始め、種をまき、水や雑草の管理を協力して続けました。 

  タブレット端末で、冬野菜や大根を用いたメニューについて調べてまとめました。 

  大根収穫祭を計画し、出し物を準備し、豊かな会食を行いました。 

 これら 18時間にわたる単元を通して、契機となったのは、栽培した大根を、校内で販売

したことです。小ぶりな大根ですが、保護者や教職員を対象に販売し、少額でも「お金」

を得たことにより、「お金とは何か」という問いや価値の活用、そこに至る労働、そして

保護者への感謝といった気付きや学びにつながりました。このことは、算数や国語の学び

を基盤に、創造的に学びを拡張していくブレイクスルー（突破口）になると考えます。 

 現在、「市民科」単元の開発が各学年で進んでおり、現代的な諸課題に関して、かつて

ない学びが実現しつつあります。そのうち、例えば「経済・流通」の分野では、 

  第３学年は、地場野菜について学びを進め、サミット向台町店とのコラボレーション

で、地場野菜の消費拡大プロジェクトを展開しています。 

  第５学年は、三菱 UFJ銀行の支援で金融経済学習を進めるのと並行し、武蔵野大学

と共同で起業体験を進め、開発した献立をキッチンカーで実食販売する予定です。 

  第６学年は、職場体験を契機に、柳沢北口商店街と共同で地域活性化プロジェクトを

進めており、来年度の活動（事業）計画を両者で話し合う予定です。 

こうした単元開発を、担任があらゆる分野で進める結果、子ども達は、教室での学びを

駆使して自ら進んで探究し、それが新たな単元につながる好循環に、本校はあります。 

「白紙の未来」は、可能性のフロンティア。開拓者たる子ども達に、何をもたせてあげ

られるか、私達はずっと、考えているのです。 
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